
「学校生活の決まり」（服装規定） 
服装規定について 

・服装規定を通して、ルールや決まりの必要性に気づき、それらを守る大切さを理解する。 

・服装規定を守ることを通して、集団生活の一員として、規律を重んじる態度を育てる。 

１ 頭髪など 

 ※頭髪・眉毛に関しては、原則として下記のように定めますが、配慮を必要とする場合は学校

にご相談ください。 

（１）髪が肩にかかる場合は結び、目にかからないようにすること。 

（ゴム・ピンの色は黒、紺、茶、グレーとし、装飾のないものとする。） 

（２）パーマ、脱色、染色、整髪料の利用は原則認めない。 

（３）特異な髪型（アシンメトリー、モヒカン、編み込み等）は禁止とする。 

（４）ピアスの穴をあけたり、ピアス・カラーコンタクト等の装飾品、化粧、香水、化粧品を持

ち込んだりすることは認めない。 

（５）眉毛は自然な形を保つ。 

２―① 新標準服 

【冬服】 

（１）市指定の標準ブレザーにスラックス、スカート、キュロットのいずれかと市指定の長袖ニ

ットシャツを着用する。 

（２）スカート・キュロットの丈は、直立姿勢で膝が隠れる程度の長さとする。 

【夏服】 

（１）市指定の半袖ポロシャツ（下に着るシャツは白、黒、紺、グレーの無地）にスラックス、

スカート、キュロットのいずれかを着用する。 

（２）長袖ニットシャツを着用する際は、ポロシャツのボトム（スラックス、スカート、キュロ

ット）の中に入れる。また、一番上のボタンは開けてもよい。 

※新標準服を着用する場合は、必ず名札をつける。 

２―② 旧制服 （令和８年度まで着用可） 

【冬服】 

（１）黒詰襟学生服に名前の刺繍を入れたものと黒の長ズボンで裾口は普通寸法のものを着用す

る。標準型学生服認証マーク入りのものとし、変形は認めない。 

（２）セーラー服（紺の長袖で襟・袖に３本の赤線、胸に赤のリボン）に名前の刺繍を入れたも

のと紺のジャンパースカート（直立で膝が隠れる程度の長さ）を着用する。 

【夏服】 

（１）白無地の半袖開襟シャツ（下に着るシャツは白、黒、紺、グレーの無地）に学校名・名前

を刺繍したものと黒の長ズボン（生地は違うが規定は冬服に同じ）を着用する。 

（２）白無地の半袖開襟シャツ（下に着るシャツは白、黒、紺、グレーの無地）に学校名・名前

を刺繍したものと水色のジャンパースカート（直立で膝が隠れる程度の長さ）を着用す

る。 



【合服】 

（１）白無地の長袖カッターシャツ（下に着るシャツは白、黒、紺、グレーの無地）に学校名・

名前を刺繍したものと黒の長ズボン（夏用でも冬用でもよい）を着用する。 

（２）白無地の長袖か半袖カッターシャツ（下に着るシャツは白、黒、紺、グレーの無地）に学

校名・名前を刺繍したものと紺か水色のジャンパースカート（直立で膝が隠れる程度の長

さ）を組み合わせ着用する。 

※旧制服、新標準服のいずれも、一年を通して、気候や体調に応じて冬服、合服、夏服を使い

分けることができる。ただし、学校が指定する場合は、指定の制服とする。 

３ ベルト 

（１）ベルトは 2.5 ㎝～4.0 ㎝幅で、色は黒、紺、茶とする。ただしエナメル、柄物、装飾のあ

るものは認めない。女子の旧制服は、制服についているベルトを使用する。 

４ 靴下 

（１）色は白、黒、紺、グレーのいずれか一色を基調としたデザインとする。 

（２）ただし、行事等で学校から指定する場合は、白もしくは黒とする。 

（３）ルーズソックスは禁止とする。また、くるぶしソックスは体育の授業、体育的活動時は安

全上認めない。 

（４）タイツの色は黒色とする。 

５ 靴・上靴 

（１）靴は、運動に適した靴で白、黒、紺、グレーを基調としたローカットシューズのものとす

る。 

（２）上靴は学校指定のものとし、記名して使用する。 

６ 防寒着・防寒具 

（１）防寒着、防寒具は原則登下校時に使用する。特別に許可された場合はこの限りではない。 

（２）防寒着は、ウインドブレーカー、パーカー、コート、カーディガン、ダウン（白、黒、

紺、茶、グレーを基調とした色）とし、膝上までの長さとする。 

（３）防寒具は手袋、マフラー、ネックウォーマー（白、黒、紺、茶、グレーを基調とした色）

とする。 

（４）校内においては、新標準服（ブレザー）の下はカーディガン、ベスト、セーター（白、

黒、紺、茶、グレーを基調とした色）を着ることができるが、ブレザーを着ること。 

   標準服（スカート）は、カーディガン（白、黒、紺、茶、グレーを基調とした色）を着る

ことができる。 

７ 体操服 

（１）学校指定のトレーニングウェア（長袖・長ズボン）、半袖シャツ、クォーターパンツを使用

する。気候や気温に応じて使い分ける。 

（２）腰パンやシャツ出しをせず、正しく着用する。 


